
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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類似団体平均

村岡町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄

●財政力指数：
　長引く景気低迷による個人・法人関係の減収などから類似団体平均より０．０７ポイント低くなっている。税の徴収強化等によ
る税収増加等による歳入の確保に努める。
●経常収支比率：
　新規採用の抑制による職員数の減、手当ての見直し等給与の適正化による人件費の削減など義務的経費の削減に努め、類
似団体の平均数値に近づけるように努力する。
●ラスパイレス指数：
　類似団体平均を１．９ポイント上回っている。全国的にも高い水準にあるため、給与の適正化に努める。。
●起債制限比率：
　普通交付税、標準税収入が年々減少することに伴い、標準財政規模が縮小し、平成１６年度においては標準財政規模、臨時
財政対策債発行可能額が前年度と比較して、１億２千万円程度落ち込んでいる。このため、経常経費の効率的な執行（人件費
の見直し、物件費の節減等）や投資的経費の抑制、事務事業の民間委託による行財政改革を実施し、歳出の縮減を図るととも
に歳入確保に努める。
●人口1人当たり地方債現在高：
　全国平均、さらに類似団体平均も大きく上回っている。後世への負担を少しでも軽減するよう繰上償還、新規地方債発行の抑
制を行うなど地方債残高の低減を図り、財政の健全化に努める。
●人口1,000人当たり職員数：
　類似団体の平均とほぼ同様の数値であるが、集中改革プランの沿った事業の見直し等により、適切な定員の適正化を図るこ
とにより全国平均数値に近づけるよう努力する。


